
電
話

：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
http://w

w
w

.city.uenohara.yam
anashi.jp/

 E
-m

ail：
kikaku@

city.uenohara.lg.jp
編

集
・

発
行

：
上

野
原

市
役

所
山

梨
県

上
野

原
市

上
野

原
3832

番
地

2014  5  N
o.117

11
広
報

10月13日、羽置の里びりゅう館で、元気いきい
き教室が行われました。当日は、25人の参加者が講
師の浜田純一先生の指導のもと、介護予防のための
運動を行いました。参加者のみなさんは、無理なく
楽しみながら身体を動かしていました。

●羽置の里びりゅう館で「元気いきいき教室」
10月 11日、羽置の里びりゅう館で、第23回西

原ふるさとまつり前夜祭が行われました。
当日は、約1000本の行灯に火が灯された後、甲斐

之國三頭太鼓による太鼓の披露などが行われ、本祭前
夜の会場を賑わせました。

●第23回西原ふるさとまつり前夜祭

10月19日、秋山地区金山で、かなやま金山の歴
史を見学し語るつどいが行われました。
当日は、市内外から約 120 人が会場に訪れ、

1394年に星野正実が金鉱を発見してからの歴史や
金鉱跡の見学、砂金採り体験などが行われました。

●かなやま金山の歴史を見学し語るつどい
10月 18日、八重山で、親子で散策する八重山ツ

ーリズムが行われました。これは、上野原青年会議所
が上野原の魅力を知ってもらうために主催した企画で、
当日は、37人の参加者が秋の八重山を散策し、上野原
の魅力を再確認していました。

●親子で散策する八重山ツーリズム

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

第29回西部地区民運動会綱引き決勝戦
今月の巻頭ページで取り上げたのは「上野原産の野菜」。市外の方のコメン

トが欲しくて、談合坂サービスエリア内にある野菜の直売所へ。取材中、み
なさんが口を揃えて言うことは、「上野原で採れた野菜は新鮮で美味しい」「健
康になりそう」とのこと。９月号の特集で「長寿村」を取り上げたこともあり、
最近「長寿」や「健康」のことばに敏感です。早速、上野原で採れた野菜（里
芋・大根など）を購入。具がたくさん入ったけんちん汁を作ろうと思います。
みなさんも、上野原産の野菜を食べて、健康になりましょう !!（大神田）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,283 人 （− 31）
男 ● 12,618 人 （− 16）
女 ● 12,665 人 （− 15）

世帯 ● 10,017 世帯（− 15）
平成 26 年 10 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.117     24
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祭
　 味しい野菜を作るた

めには、寒暖の差がある
環境などが必要です。こ
のような野菜を作るのに
適した環境が上野原市に
はあります。また、この
環境の中で、私たち生産
者が、子どもを育てるよ
うに手間ひま掛けて作る
からこそ、甘みや香りが
ある美味しい野菜が作れ
るのだと思います。

市内には上野原で採れ
た新鮮な野菜の直売所な
どがあります。最近は、
市外に住む方からの評判
が良いです。

ぜひ、市民のみなさん

い
ま
…
熱
い
。

柿

には、市内の直売所や毎
年行われる「農林業まつ
り」にお越しいただき、
上野原産の「やさい」の魅
力を感じて欲しいです。

巻頭 
第 10 回 農林業まつり

農
林
業
ま
つ
り

 

第
10
回

uenohara 
city

nouringyou

festival

上
野
原
産
の『
や
さ
い
』が
…
、

　
　し
か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
な
か
に
は
、
意
外
と
そ
の
魅

力
を
知
ら
な
い
方
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　そ
こ
で
、
11
月
22
日（
土
）に

第
10
回
農
林
業
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林

産
物
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
び
、
上
野

原
産「
や
さ
い
」の
魅
力
を
感
じ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
上
野
原
産「
や
さ
い
」の
魅
力
》
　

　
　近
年
、上
野
原
産
の「
や
さ
い
」

が
市
外
や
談
合
坂
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
内
な
ど
の
直
売
所
で
販
売

さ
れ
、
都
内
に
住
む
み
な
さ
ん
を

中
心
に
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
　市
外
の
み
な
さ
ん
は
、「
上
野

原
で
採
れ
た
野
菜
は
み
ず
み
ず

し
く
て
新
鮮
」、「
健
康
に
良
さ

そ
う
」な
ど
と
話
し
、
上
野
原

産
「
や
さ
い
」の
魅
力
を
こ
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

上野原新鮮野菜生産者の会

会長　井上 勇 さん

美

里
芋

白
菜

小
豆

か
ぶ

市外に住むみなさんに、上野原産の 「やさい」の魅力を聞きました。

農
　林
業
ま
つ
り
の
当
日

　は
、
会
場
に
特
設
ブ
ー

ス
を
設
け
、
協
力
団
体
に
よ

る
市
内
農
林
産
物
の
展
示
や

直
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

他
に
も
、「
せ
い
だ
の
た
ま

じ
」
や
「
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
」

の
販
売
、「
下
水
道
普
及
啓

発
」
や
「
年
金
相
談
」
な
ど

の
各
種
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ゆ
る
キ

ャ
ラ
「
た
ま
じ
ま
る
」
も
登

場
し
ま
す
。
楽
し
い
企
画
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日時　11/22（土）
                   午前 9 時 30 分 〜 正午

場所　　市役所センタープラザ、
　　　 1 階ロビー

《農林産物品評会・作品の募集》
■ 提出日時　11 月 21 日（金）午前 9 時〜 11 時（JA クレイン提出は午前 10 時まで）
■ 提出場所最 JA クレイン市内各支店、市役所センタープラザ
■ 募集品目　白菜 2 株、キャベツ 2 株、春菊 2 束、小松菜 2 束、ブロッコリー 2 株、ほうれん草 2 束（250g）、

ネギ 1kg または 1 束、チンゲンサイ 2 束または 5 株、カリフラワー 2 株、大根 2 本、ゴボウ 3 本、バ
レイショ 5 個、里芋（小芋）1 株または 5 個、コンニャク 2 個、カブ 5 株、人参 3 本、サツマイモ 3 本、
長いも 1 本、大豆 1 合、あずき 1 合、柿 5 個、キウイフルーツ 5 個、シイタケ 300g、ゆず 5 個

※上記以外のものは、類似した品目に準じて出品してください。
※出品者には記念品を贈りますが、出品された農林産物は、農林業まつり展示後に販売しす。
※収益金は、すべて募金させていただきますので、ご了承ください。
● 問い合わせ　経済課農村地域づくり担当（☎ 62-3119）

上野原産のネギは、
甘みが違う。東京で
は、味わえない美味
しさ。

上野原産の里芋は、
ひと味違います。本
当に美味しい。

上野原で採れた新鮮な
野菜を、神奈川県に住
む孫に食べさせたい。

私は、焼いて食べた
上野原産のナスが大
好き。イチ押しです!!

上野原で採れたキュウリ
はみずみずしく、トマト
は香りがあって大好き。
都内から定期的に買いに
来ています。

金
か ね こ ふ み お

子史夫・篤
あ つ こ

子さん
（東京都福生市在住）

金
か ね こ れ い こ

子玲子さん
（神奈川県川崎市在住）

前
まえざわしょうじ

沢彰二・克
かつ

さん
（山梨県南アルプス市在住）

青
あおやま

山 理
あや

さん
（山梨県富士吉田市在住）

戸
と ば り す み れ

張純江・佐
さ と う き よ み

藤清美さん
（東京都世田谷区・目黒区在住）
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決
算
公
表

市
で
は
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

健
特
別
会
計
な
ど
16
の
特
別
会
計
）
の
決
算
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、
国
や
県
か
ら
の

補
助
金
お
よ
び
地
方
交
付
税
な
ど
の
歳
入
状
況
、
ま
た
、
そ
の
使

い
道
の
歳
出
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市税
3,214,420 千円

（25.6％）

負担金・使用料など
343,817 千円

（2.７％）

財産収入・寄附金・諸収入
747,638 千円（6.0％）

繰入金
449,604 千円（3.6％）

繰越金
292,014千円（2.3％）

各種交付金
444,368 千円（3.6％）

地方交付税
3,934,473 千円（31.3％）

国庫支出金
893,961 千円（7.1％）

県支出金
688,344 千円（5.5％）

市債
1,442,600 千円（11.5％）

自主財源　5,047,493 千円（40.2％）
依存財源　7,504,409 千円（59.8％）歳入の構成比

地方譲与税
100,663 千円（0.8％）

歳入

125億
5190万 2千円

決
算
は
、
市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
行
う
う
え
で
、
ど
の
く
ら
い
の
収
入

が
あ
り
、
そ
の
収
入
を
ど
の
よ
う
な
事

業
に
ど
の
程
度
支
出
し
た
か
を
表
し
て

い
ま
す
。

市
の
会
計
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
各
会
計
の
決
算
額

お
よ
び
対
前
年
度
比
較
に
つ
い
て
は
、

下
の
表
①
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
状
況
を
見
る
と
、
市
全
体
と
し

て
は
、
歳
入
が
1
9
2
億
7
3
4
8
万

7
千
円
、
歳
出
が
1
8
5
億
9
8
2
6

万
5
千
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に

前
年
度
比
6.2
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳
入
総
額
は
、
前
年
度
と

比
較
し
て
11
億
4
1
6
万　

4
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
要
因
は
、
大
型
事
業

の
執
行
に
よ
る
地
方
債
借
入

の
増
加
や
雪
害
に
よ
る
国
庫

補
助
金
の
増
加
、
さ
ら
に
寄

附
金
や
土
地
売
払
収
入
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、

地
方
税
は
、
景
気
低
迷
の
影

響
で
前
年
度
比
1.2
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
総
額
は
、
前
年
度
と

比
較
し
て
10
億
4
9
6
6
万　

3
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
要
因
は
、
巌
保
育
所

建
設
事
業
、
消
防
庁
舎
建
設

事
業
の
事
業
執
行
に
よ
り
、
投

資
的
経
費
が
約
11
億
円
増
加

し
た
こ
と
や
大
雪
に
と
も
な

う
雪
害
関
係
経
費
が
増
加
し

た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
基
金

へ
の
積
立
金
な
ど
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳出総額（普通会計）

122 億 538 万 7 千円

市
の
決
算

■【表①】平成 25 年度歳入歳出決算額および対前年度比較 　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会計区別 歳入決算額 歳出決算額 差引額
歳入 歳出

前年度決算額 増減率 前年度決算額 増減率
一般会計 12,557,649 12,211,206 346,443 11,452,038 9.7 11,160,096 9.4

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 3,213,572 3,182,675 30,897 3,177,138 1.1 3,146,390 1.2
後 期 高 齢 者 医 療 474,878 472,700 2,178 470,467 0.9 468,686 0.9
介 護 保 険 2,012,436 1,988,955 23,481 1,973,940 2.0 1,923,633 3.4
介 護 サ ー ビ ス 事 業 5,934 5,477 457 7,898 △ 24.9 7,741 △ 29.2
公 共 下 水 道 事 業 629,245 628,854 391 662,855 △ 5.1 662,466 △ 5.1
簡 易 水 道 事 業 83,217 80,239 2,978 100,410 △ 17.1 97,617 △ 17.8
教 育 奨 励 資 金 353 281 72 1,773 △ 80.1 1,701 △ 83.5
大 目 財 産 区 89,385 12,112 77,273 102,093 △ 12.4 24,921 △ 51.4
甲 東 財 産 区 1,104 18 1,086 1,511 △ 26.9 419 △ 95.7
巌 財 産 区 110,481 40 110,441 113,371 △ 2.5 3,071 △ 98.7
島 田 財 産 区 52,419 1,975 50,444 46,879 11.8 2,532 △ 22.0
上 野 原 財 産 区 27,721 11,774 15,947 25,140 10.3 8,872 32.7
檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林
保 護 財 産 区 2,447 251 2,196 2,412 1.5 167 50.3
小金沢土室山恩賜県有財産
保 護 組 合 西 原 分 収 益 事 業 3,027 10 3,017 2,987 1.3 10 0.0

秋 山 財 産 区 7,882 1,593 6,289 7,402 6.5 721 120.9
西 棚 ノ 入 外 十 一 恩
賜 林 保 護 財 産 区 1,737 105 1,632 1,651 5.2 237 △ 55.7

合計 19,273,487 18,598,265 675,222 18,149,965 6.2 17,509,280 6.2
※増減率の単位は、パーセントです。

人件費
1,977,727 千円（16.2％）

扶助費
1,237,942 千円（10.2％）

公債費
1,929,256 千円（15.8％）

維持補修費
207,724 千円（1.7％）
繰出金
1,307,024 千円（10.7％）
投資及び出資金・貸付金
21,947 千円（0.2％）
積立金
1,130,423 千円（9.3％）

補助費等
726,205 千円（5.9％）

物件費
1,723,696 千円（14.1％）

投資的経費
1,943,443 千円（15.9％）

義務的経費　5,144,925 千円（42.2％）
投資的経費   1,943,443 千円（15.9％）
その他経費　5,117,019 千円（41.9％）

歳出（性質別）の
構成比

歳出

122億
538万 7千円

歳入総額（普通会計）　
125 億 5190 万 2 千円

歳入総額　125 億 5190 万 2 千円　
歳出総額　122 億　538 万 7 千円　　　

差引額　3 億 4651 万 5 千円
差引額は、翌年度に繰り越しました。
※普通会計とは、一般会計と教育奨励資金特別会計の合計です。
※平成 25 年度は、会計間の調整があるため、表①の合計と一致しません。

平成 25 年度決算総額（普通会計）

■ 普通会計　　　         　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計 12,557,649 12,211,206 346,443

教育奨励資金 353 281 72

会計間の調整 △ 6,100 △ 6,100 0

普 通 会 計 12,551,902 12,205,387 346,515

労働費
24,472 千円（0.2％）

公債費
1,929,256 千円（15.8％）

議会費
146,235 千円（1.2％）

歳出（目的別）の
構成比

総務費
2,568,156 千円（21.0％）

民生費
3,139,904 千円（25.7％）

衛生費
1,216,165 千円（10.0％）

農林水産業費
294,264 千円（2.4％）

商工費
97,822 千円（0.8％）

土木費
977,083 千円（8.0％）

消防費
933,513 千円（7.7％）

教育費
862.242 千円（7.1％）

災害復旧費
16,275 千円（0.1％）

歳出

122億
538万 7千円

平
成

25
年
度

歳
入
の
状
況

歳
出
の
状
況

巌保育所
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平
成
25
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
市
全
体
の
起
債
残
高
の

状
況
は
、
合
併
後
、
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。
前
年
度
と

比
べ
る
と
約
5
億
円
減
少
し

ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
5
年

間
の
状
況
を
見
る
と
、
平
成

21
年
度
と
比
べ
て
一
般
会
計

で
約
17
億
円
、
市
全
体
の
起

債
残
高
で
は
、
約
11
億
円
減

少
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
将
来
に
負
担
を
残

さ
な
い
よ
う
に
計
画
的
な
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
基
金
残
高

の
状
況
は
、
基
金
の
取
崩
し

合
計
4
億
4
6
4
3
万
5
千

円
に
対
し
て
、
積
立
額
が
、
合

計
11
億
7
0
4
9
万
7
千
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
、
基

金
残
高
は
、
約
7
億
円
増
加

し
ま
し
た
。
過
去
5
年
間
の

状
況
を
見
る
と
、
平
成
21
年

度
と
比
べ
て
11
億
円
増
加
し

て
い
ま
す
。

貯金額

54 億 6239 万 8 千円
市民一人あたり

　21 万 4 千 784 円
【住民基本台帳人口　25,432 人（平成 26 年 3 月 31 日現在）】

0億円

10億円

20億円

30億円

40億円

50億円

60億円

H25年度
5,462,398

H21 年度
4,311,563

H22 年度
4,512,509

H23 年度
4,711,686

H24 年度
4,738,335

796,148 1,062,075 1,348,804 1,575,283

719,760 720,240 719,989 718,335

2,795,655 2,730,194 2,642,893 2,444,717

財政調整基金 減債基金 その他基金
（単位：千円）

2,678,149

715,611

2,068,638

0 億円

50億円

100億円

150億円

200億円

250 億円

H21年度
20,502,139

H22 年度
20,526,145

H23 年度
19,926,588

H24 年度
19,943,600

一般会計 特別会計 病院事業会計

15,337,075 14,964,591 14,418,954 13,859,146

5,116,622 5,010,564 4,873,703 4,721,140

48,442 550,990 633,931 1,363,314

（単位：千円）

H25年度
19,414,949

13,561,572

4,523,102

1,330,275

基
金
残
高

地
方
債
残
高

平成 25 年度 主要な事業（目的別）上野原市の貯金額は？

借金額

194 億 1494 万 9 千円
市民一人あたり

　76 万 3 千 406 円
【住民基本台帳人口　25,432 人（平成 26 年 3 月 31 日現在）】

上野原市の借金額は？

01  総務費　
・庁舎太陽光発電整備事業

29,247 千円
・中央公園整備事業　　　34,536 千円

・旧平和中学校耐震補強事業　37,599 千円

04  農林水産業費　
・用排水施設整備事業

89,750 千円
・中山間地域総合整備事業 54,921 千円

・鳥獣対策事業費　         　6,633 千円

06 土木費　
・上野原駅周辺整備事業

43,984 千円
・道路維持費　  　　　　230,479 千円

・市単独道路事業　　 　　24,437 千円

02  民生費　
・巌保育所建設事業

408,870 千円
・生活保護扶助費　　　272,199 千円

・児童手当費　　　　　318,820 千円

07  消防費　
・消防庁舎建設事業

342,193 千円
・消防署消防ポンプ自動車購入事業 29,345 千円

・無線デジタル化・指令センター整備事業　1,540 千円

03  衛生費　
・病院費（病院事業に対する繰出金）

184,744 千円
・子ども医療費助成事業 　67,900 千円

・太陽光発電システム導入費補助事業　4,056 千円

08 教育費　
・国民文化祭山梨県大会事業

3,853 千円
・小中学校維持管理費　 138,422 千円

・気仙沼生徒受入事業     　　945 千円

05 商工費　
・秋山温泉管理費

15,567 千円
・観光費　　　　　　　　10,905 千円

お金の使いみち
「歳入」として得た財源を、

新規事業をはじめ、さまざ
まな事業に支出（歳出）し
ました。平成 25 年度は、巌
保育所の建設や上野原駅周
辺整備事業、消防庁舎建設
事業などの工事や整備など
に支出しました。その一部
を紹介します。

上野原市の

庁舎屋上の太陽光発電施設 巌保育所室内 市立病院外観

用排水施設（尾続区聖武連） 秋山温泉外観

上野原駅周辺整備イメージ 消防庁舎イメージ 国民文化祭じょいソーランフェスティバル■ 問い合わせ　企画課財政担当（☎ 62-3118）

基
金
と
は
、
市
の
貯
金
、

財
政
調
整
基
金
と
は
、

地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
年
度
間
の
財
源
の
不

均
衡
を
調
整
す
る
た
め

の
基
金
、
減
債
基
金
と

は
、
借
金
（
地
方
債
）
の

返
済
に
使
う
貯
金
の
こ

と
じ
ゃ
。

地
方
債
と
は
、

市
の
借
金
の
こ
と
じ
ゃ
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
、

負
担
を
残
さ
な
い
お
金
の

使
い
方
が
必
要
じ
ゃ
。
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

市
で
は
、「
上
野
原
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
」（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
こ

の
計
画（
案
）に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
』 

 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画（
案
）

《
趣
旨
お
よ
び
目
的
》　
病
原
性
が

高
く
、
蔓
延
の
恐
れ
の
あ
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
、
甚
大
な
健
康
被

害
と
社
会
的
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の

行
動
計
画
は
、
こ
の
よ
う
な
事

態
を
想
定
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
生
命
や
健
康
を
守
り
、
生

活
へ
の
影
響
を
最
低
限
に
抑
え

る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で

す
。

《
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間
》　
10
月

31
日（
金
）
〜
11
月
21
日（
金
）

※
こ
の
計
画
（
案
）
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
長
寿
健

康
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
秋
山

支
所
お
よ
び
各
出
張
所
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

《
提
出
方
法
》　

　
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
意

見
等
提
出
用
紙
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

《
提
出
先
》

▽
直
接
持
参
・
郵
便
の
場
合

〒
4
0
9

−

0
1
1
2　

上
野

原
市
上
野
原
3
5
0
4
番
地

1　

長
寿
健
康
課
保
健
担
当

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

　
☎
20

−

5
5
2
5

▽
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　
長
寿
健
康
課
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

hoken@
city.uenohara.

lg.jp

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
4
）

■ 閲覧の期間　　平成 25 年 4 月 1 日〜平成 26 年 3 月 31 日
申出者氏名

（法人の場合は、その名称およ
び代表者または管理人の氏名）

利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

株式会社　日本リサーチセ
ン タ ー　 代 表 取 締 役 社 長　
鈴木稲博

「家族と地域における子
育てに関する意識調査」
の対象者抽出のため

平成 25 年９月５日 八ツ沢地区、松留地区の 20 歳以上
79 歳以下（昭和 8 年 8 月 2 日〜平成
5 年 8 月 1 日生まれ）の男女 13 名

株式会社　ビデオリサーチ
代表取締役社長　秋山創一

日本たばこ産業株式会社
が実施する 2014 年「全
国たばこ喫煙者率調査」
の対象者抽出のため

平成 25 年 12 月 4 日 四方津地区の大正 13 年 5 月 1 日〜平
成 6 年 4 月 30 日生まれの男女　20
名

●問い合わせ　市民課窓口担当（☎ 62-3112）

住民基本台帳閲覧状況　
住民基本台帳法第 11 条第 3 項および第 11 条の 2 第 12 項、住民基本台帳の一部の閲覧および住民票の
写しなどの交付に関する省令第 3 条の規定に基づき、次のとおり公表します。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
発
行

全国瞬時警報システム（J アラート）による
全国一斉情報伝達訓練

市
で
は
、
地
震
、
津
波
、
武
力

攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
防
災
行

政
無
線
と
音
声
告
知
端
末
で
お
知

ら
せ
す
る
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
起
動
を
確
認

す
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
行
政

防
災
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

● 実施日時　11/28（金）午前11時 ごろ 

音声告知端末

放送内容
「これは試験放送です」×３
+「こちらは防災うえのはらです」
+ 下りチャイム

《「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」》

1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
基
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
翌
年
の
2
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
本
人
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

《
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

を
2
年
前
納
し
た
方
》

平
成
26
年
4
月
振
替
の
2
年
前

納
に
よ
り
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
を
所
得
よ
り
控
除
す
る
場
合
、

控
除
の
方
法
を
次
の
中
か
ら
選
択

で
き
ま
す
。

①
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

②
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る

額
を
各
年
に
控
除

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
民
課
国
保
年

金
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
2
）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
社
会
保
険
料
控
除
（
国
民
年
金
保
険

料
）
を
受
け
る
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
こ
の
保
険
料
を
納

付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　控除証明書専用ダイヤル　　☎ 0570−058−555（ナビ ダイヤル）
050 から始まる電話でおかけになる場合は、03-6700-1144 におか

けください。
　受付期限　　平成 27 年 3 月 16 日（月）
　受付時間　　月〜金曜日　午前 9 時〜午後 7 時
　　　　　　　第２土曜日　午前 9 時〜午後 5 時
※祝日（第 2 土曜日を除く）、12 月 29 日〜 1 月 3 日の年末年始は利用できま

せん。

防災行政無線
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あ る 日 の 市 長

市 長 へ の 手 紙

市 長 の ひ と 言

「
ふ
る
さ
と
上
野
原
を

　
　
　
　
　
元
気
に
し
よ
う
」

安
倍
政
権
は
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
社
会
に
対
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ど
の
自
治
体
も
厳

し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
地
域
再

生
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
先
行
き
の
見
え
な

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
は
、

上
野
原
の
未
来
に
希
望
を
持
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
主
導
の
事
業
展
開

で
は
な
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

自
ら
事
業
を
企
画
し
行
動
に
移
し

だ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

N
P
O
さ
い
は
ら
が
行
う
活
動

や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、

八
重
山
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
の
実
施
、

棡
原
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

か
な
や
ま
金
山
の
取
り
組
み
、
桂

川
河
川
敷
な
ど
の
清
掃
活
動
な

ど
、
市
民
主
導
の
取
り
組
み
が
確

実
に
市
内
で
根
付
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
都
留
森
林
組
合
が
取

り
組
む『
上
野
原
市
首
都
圏
癒
し

の
郷
』や
農
業
法
人
ゆ
う
き
の
輪

が
取
り
組
む
『
キ
ヌ
ア
栽
培
関
連

事
業
』な
ど
の
構
想
は
、よ
り
市

民
の
意
識
が
進
化
し
た
も
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
上
野
原
を
愛
し

行
動
に
移
す
市
民
の
み
な
さ
ん
が

一
人
で
も
多
く
増
え
れ
ば
、
も
っ

と
上
野
原
市
が
元
気
に
な
る
は
ず

で
す
。
私
も
市
長
と
し
て
、
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一

緒
に
ふ
る
さ
と
上
野
原
を
元
気
に

し
ま
し
ょ
う
。

ちょっと

No.56

キヌアの栽培関連事業の構想を聞く
江口市長

らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

公
民
館
の
整
備

《
要
望
》　

市
内
に
公
民
館
を
建
設
し
て
欲
し

い
。

《
回
答
》

市
で
は
、
旧
上
野
原
町
時
代
か
ら
小

中
学
校
の
体
育
館
を
公
民
館
と
し
て
指

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
、
公
民
館
事
業
を
施

設
（
ハ
ー
ド
）
で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
で

の
充
実
を
目
指
し
、
各
地
区
公
民
館
運

営
審
議
会
で
決
定
し
た
各
種
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ご
要
望
の
公
民
館
建
設
で
す
が
、
市

で
は
長
期
総
合
計
画
や
第
１
次
社
会
教

育
計
画
の
な
か
で
、
学
習
拠
点
の
整
備

や
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
施
設

の
整
備
や
整
備
後
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
く
に
は
、
充
分
な
財
政
上
の
裏
付

け
が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
市
で

は
、
長
期
的
展
望
の
な
か
で
施
設
整
備

を
検
討
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
ソ
フ

ト
面
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

江口市長のある日の一日を紹介します。

県内各市の市長の前で挨拶する江口市長

江口市長が会長を務める

山梨県市長会
上野原市で行政視察　　　　10/7（火）

この日、市役所や市内公共施設などで、山梨県市長会上野
原市行政視察が行われました。これは、毎年山梨県市長会が
県内各市の取り組みを視察するもので、今年度は、上野原市
で実施されました。

当日、県内各市の市長は、江口市長の案内で、上野原駅周
辺や巌保育所、建設中の新消防庁舎などを視察しました。

ふ れ 愛 卜 ー ク

■ 日時　11 月 14 日（金）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、対話

時間はおおむね 20 分間です。

■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

市民のみなさんと市長との

JR東日本八王子支社の佐藤裕支社長（写真左）
に要望書を手渡す江口市長

電車増便に向けて

JR 東日本八王子支社へ
要望書を提出　　　　　　10/18（土）

この日、江口市長は、JR 東日本八王子支社で、上野原駅・
四方津駅の利便性の向上や地域活性化などのための要望書を
提出しました。要望の内容は、朝夕の電車増便、特急の停車
便数の増、高尾駅より下り電車の待ち時間の短縮などです。

また、現在「市バリアフリー基本構想策定協議会」で検討
を行っている四方津駅のバリアフリー化も含め、今後も JR 東
日本八王子支社と課題の改善に向けて、要望や相談などを行
っていきます。

旧新町検問所に看板を設置する江口市長と上野
原警察署の秋山悟所長（写真中央）、おとうさ
んクラブの根津寛代表（写真右）

地域の防犯活動の拠点

安全ステーション開所式
に出席しました　　　　　10/17（金）

この日、新一区集会所で、安全ステーション開所式が行わ
れました。これは、地域の自主防犯活動を支援、促進するこ
とを目的として、新一区の自主防犯ボランティア団体「おと
うさんクラブ」などが防犯活動の拠点として利用していた旧
新町検問所を安全ステーションとして県警察本部などが指定
したものです。開所式後には、安全ステーションで看板の設
置が行われました。
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動
が
足
り
な
い
か
ど
う

　
か
の
判
断
は
、
自
分
自

身
の
判
断
だ
け
で
行
わ
ず
、

客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て

判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。そ

こ
で
、
客
観
的
に
運
動

不
足
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
歩

数
計
な
ど
の
活
用
が
あ
り
ま

す
。
最
近
で
は
、
携
帯
電
話

の
機
能
に
も
歩
数
計
の
よ
う

な
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
運
動
不
足
解

消
の
た
め
に
歩
数
計
を
活
用

し
て
、
客
観
的
に
自
分
自
身

の
運
動
量
を
確
認
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

ち
な
み
に
運
動
不
足
解
消

に
は
、
一
日
に
20
歳
〜
64
歳

の
男
性
で
9
0
0
0
歩
、

健康を維持するために
運動をしましょう。

今
月
の
テ
ー
マ

『
歩
数
計
を

　
　
　
活
用
し
よ
う
』

女
性
で
8
5
0
0
歩
、
65

歳
以
上
の
男
性
で
7
0
0
0

歩
、
女
性
で
6
0
0
0
歩

が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
一
般

的
な
目
標
で
す
。
広
報
う
え

の
は
ら
10
月
号
の
健
康
家
族

で
も
お
伝
え
し
た
「
プ
ラ
ス

10
」
を
意
識
し
て
、
一
般
的

な
目
標
歩
数
よ
り
1
0
0
0

歩
多
く
歩
く
こ
と
を
目
標
に

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
歩
く
と
き
の

姿
勢
な
ど
を
意
識
す
る
と
、

運
動
量
が
増
え
る
と
言
わ
れ

ま
す
。

ぜ
ひ
、
運
動
し
や
す
い
こ

の
季
節
に
、
歩
数
計
を
活
用

し
な
が
ら
正
し
い
姿
勢
で
歩

き
、
運
動
不
足
の
解
消
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

運

保健だより ●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№27

う
え
の
は
ら
　

健
康
家
族

Healthy Life

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 27年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日	 11月11日（火）、12月16日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
※11月のみ第2火曜日の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1時〜 5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
	 午前 9時〜 11時
※ 11月 4日（火）は実施しません。
◎持 ち 物	 印鑑
◎場 所	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い
合わせください。

★県肝炎治療助成事業実施要綱の一部改正
　肝炎治療では、新たにインターフェロンフリー治
療が医療の対象となりました。これにともない、県
の肝炎対策事業の要綱の一部が改正されました。
　詳細については、県のホームページもしくは県富
士・東部保健福祉事務所（☎0555-24-9035）へお
問い合わせください。

★訂正とお詫び
　広報うえのはら10月号 9ページ「高齢者インフ
ルエンザ予防接種のお知らせ」で実施医療機関一覧
表「上野原市立病院」の掲載内容に誤りがありました。
正しくは、次のとおりです。訂正してお詫びします。
上野原市立病院（☎62-5121）

※西原診療所でも実施しますが、予約は上野原市立病院で受
　け付けます。

★乳幼児健診
実施日 該当児

4か月児 12月3日（水） H26 年 7月 1 日〜 31 日生
10 か月児 12月3日（水） H26 年 2月 1 日〜 28 日生

1 歳 6
か 月 児 12月9日（火） H25 年 4 月 16 日〜

　5 月 31 日生

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★婦人科・集団検診のご案内
　婦人科・集団検診は、次の日程で追加実施するこ
とになりました。
◎対 象 者	 平成 27 年 4 月 1 日現在の年齢で、

いずれも 20歳以上の方
◎場 所	 保健センター
※申込みは、婦人科、集団検診ともに、保健担当へ
　電話で申し込みください。
《婦人科検診》
◎日 時	 11 月 10日（月）午後 1時 30分〜
◎内 容	 乳がん検診、大腸がん検診
※子宮がん検診は定員に達したので、施設検診で受診して下さい。
◎申込期限	 11 月 5日（水）
《集団検診》
◎日 時	 平成27年 1月31日（土）午前8時
　　　　　　		30分（午前中）〜
◎内 容	 特定（基本）健診、各種がん検診（胃

がん、肝がん、大腸がん、肺がん、
前立腺がん、乳がん検診）

※ただし、前立腺がん検診は、50歳以上の方
◎申込期限	 12 月 18日（木）
※検診の詳細については、保健
　担当に問い合わせいただくか、
　広報 4 月号の折込にある「保
　健事業のご案内」をご覧くだ
　さい。

★高齢者を対象とした「予防接種済証」の提出
　高齢者インフルエンザおよび高齢者肺炎球菌ワクチ
ンを接種するときは、「インフルエンザ予防接種済証」
または「予防接種済証」を医療機関に提出してください。
未提出の場合は、接種できないことがあります。
　なお、紛失した場合は、再発行が可能です。
　詳しくは、保健センターへお問い合わせください。

脳ドックのご案内（上野原市立病院）
■ 基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部 MRI・MRA
■ 検診料金　32,400 円（税込）
※オプション料金は、頸動脈超音波検査 5,940 円（税

込）で、検診料金に加算されます。
■ 実施日時　11 月 29 日（土）、12 月 20 日（土）午後
■ 定員　4 名

■ 申込方法　電話または直接窓口へお越しください。
※電話の場合は、平日の午後 1 時〜 4 時の間でお願

いします。
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）

市立病院のMRI
実 施 日

10月23日以降の祝日・年末年始を除く毎週
木曜日・金曜日（受付：午後3時〜3時30分）

予約受付
10月6日以降の祝日・休診日を除く、月〜金
曜日の午後1時〜3時
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人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
調
査
》

市
消
防
本
部
、
消
防
団
お
よ
び

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
自
治
会
で
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査

を
行
い
ま
す
。

調
査
・
訪
問
の
際
に
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
済

み
シ
ー
ル
配
布
》

市
消
防
本
部
、
消
防
団
、
市
危

険
物
安
全
協
会
で
は
、
火
災
予
防

条
例
の
設
置
基
準
を
満
た
し
て
い

る
住
宅
（
世
帯
）
に
「
設
置
済
み

シ
ー
ル
」
を
配
布
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
消
防

総
務
課
予
防
担
当
（
☎
62

−

4
1
1
1
）

市
で
は
、
道
路
面
へ
の
積
雪
が

約
10　
cm
を
超
え
た
場
合
、
市
内
の

建
設
業
協
力
会
な
ど
の
協
力
に
よ

り
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
除
雪
業
者
の

減
少
に
よ
り
、
除
雪
の
遅
れ
な
ど

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
除
雪
作
業

車
（
タ
イ
ヤ
ブ
ル
な
ど
）
を
所
有

し
て
い
て
、
降
雪
時
に
除
雪
の
協

力
を
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
な

ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
道
路
河

川
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
3
）

●
日
時　
11
月
7
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

※
用
紙
配
布
は
、
午
後
1
時
〜
1

時
30
分
に
行
い
ま
す
。

●
内
容　
平
成
26
年
分
給
与
所
得

の
年
末
調
整
お
よ
び
法
定
調
書

等
の
提
出
に
関
す
る
説
明

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
問
い
合
わ
せ　

大
月
税
務
署

（
☎
22

−

3
1
5
1
）、
税
務
課

課
税
担
当（
☎
62

−

3
1
1
3
）

《
全
国
統
一
防
火
標
語
》

　
『
も
う
い
い
か
い 

　
　
火
を
消
す
ま
で
は

　
　
　
ま
あ
だ
だ
よ
」

《
秋
季
火
災
予
防
運
動
》

　
11
月
9
日（
日
）〜
15
日（
土
）

《
重
点
目
標
》

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

間
を
延
長
す
る
ほ
か
、
土
・
日
曜

日
も
含
め
て
開
設
し
ま
す
。

《
相
談
窓
口
》

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

（
☎
0
5
7
0

−

0
7
0

−

8
1
0
）

●
日
時　
11
月
17
日（
月
）〜
23

日（
日
）
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
7
時

※
土
・
日
曜
日
の
相
談
は
、
午
前

10
時
〜
午
後
5
時

●
費
用　
無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
11
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
11
月
10
日（
月
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

12
月
1
日（
月
）
か
ら
上
野
原

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
が
変
更
と
な
り
ま

す
。

《
指
定
管
理
者
》　

　
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ

ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

《
指
定
期
間
》

　
12
月
1
日（
月
）〜
平
成
28
年

3
月
31
日（
木
）

※
利
用
料
金
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動

と
し
て
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
常
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
11
月
17
日（
月
）
〜
23

日（
日
）
の
７
日
間
は
、
全
国
一

斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
で
す
。こ
の
期
間
中
は
、

通
常
よ
り
も
相
談
窓
口
の
受
付
時

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お
け

る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進

⑤
多
数
の
顧
客
な
ど
が
参
加
す
る

行
事
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導

等
の
徹
底

※
市
消
防
本
部
お
よ
び
市
危
険
物

安
全
協
会
で
は
、11
月
7
日（
金
）

に
市
内
の
巡
回
広
報
を
実
施
し

ま
す
。

《
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を

　
　
　
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

秋
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

上
野
原
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
市
民

プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
の
指
定

平
成
26
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
等
説
明
会

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

除
雪
作
業
協
力
事
業
所
等
を

募
集
し
ま
す

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（62）3111
総 務 課（62）3117
企 画 課（62）3118
秋 山 支 所（56）2 111
税 務 課（62）3113
市 民 課（62）3112
生 活 環境課（62）3114
福 祉 課（62）3115
長 寿 健康課（62）4 133
経 済 課（62）3119
建 設 課（62）3123
都 市 計画課（62）3191
会 計 課（62）3116
議 会 事務局（62）3344
学 校 教育課（62）3408
社 会 教育課（62）3409
保健センター（62）4134
地域包括支援センター（62）3128
消 防 本 部（62）4 111

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

書き終えて  
　ほっと見上ぐる
　　　　　　窓の秋
        （巌地区  平岡登さん）

「今月の俳句・短歌・川柳」を募
集します。申込みは、名前、連
絡先、作品、句の解説等をメー
ルまたは郵送でお送りください。
〒 409-0192 上野原市上野原
3832  企画課政策推進担当　宛
メールアドレス
kikaku@city.uenohara.lｇ. jp

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

一般競争入札で売却

市の公用車を買いませんか
■ 入札参加方法　入札参加申込書を総務課管財担当に提出
※申込書と仕様書は、市ホームページでダウンロードするか、総務課でお
   受け取りください。詳しくは、入札公告などをご覧ください。
■ 申込期間　11 月 5 日（水）〜 20 日（木）（土・日除く）
                    午前９時 〜 午後 5 時
■ 入 札 日　11 月 25 日（火）午前 9 時〜 9 時 30 分
■ 開 札 日　11 月 25 日（火）午前 10 時〜
■ 公用車物件 　　　　 （走行距離など仕様書をご覧ください）

車名 初年度検査年月 車検満了日
三菱　軽トラック 平成 9 年ー月 平成 27 年 2 月 7 日
トヨタ　スプリンターバン 平成 5 年 3 月 平成 27 年 3 月 27 日
トヨタ　カルディナ 平成 7 年 7 月 車検切れ
ニッサン　サニー 平成 7 年 9 月 車検切れ
三菱　軽トラック 平成 7 年ー月 平成 27 年 3 月 28 日
トヨタ　ハイエース 平成 12 年 2 月 平成 27 年 3 月 8 日
■ 申込み・問い合わせ　総務課管財担当（☎ 62-3117）今年２月の大雪時の除雪作業

　第 3 回
　上野原認知症懇話会

  お知らせ

  お知らせ

■ 日　　時　11 月 28 日（金）午後 7 時〜 
■ 場　　所　もみじホール 2 階『会議室 2』
■ 内　　容　

△

演題『認知症疾患の上野原市での
　　　　　　　 取り組み』 北都留医師会 上條武雄 
                      医師　 　 　 　 　 　  △

特別講演『認知症を支えるネット
　　　　　　　 ワークの構築〜安心して暮らせ
　　　　　　　 る地域づくりを目指して〜』内海
　　　　　　　 久美子医師（砂川市立病院精神科
　　　　　　　 センター長）　 　 　 　 　 　  △

ディスカッション『上野原市認知
　　　　　　    症連携の課題について』
■ 後 　   援　   北都留医師会、上野原市
■ 入  場  料　   無料
※申し込みは不要です。興味のある方は、直接会

場へお越しください。
■ 問い合わせ　市地域包括支援センター
　　　　　　　（☎ 62-3128）
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《
平
成
26
年
度

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」標
語
》

「
た
め
ら
わ
ず
　

　
知
ら
せ
て
つ
な
ぐ
　
命
の
輪
」

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数

は
、
全
国
的
に
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
社

会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な
課

題
で
す
。

国
で
は
、
こ
の
課
題
解
決
に
向

●
場
所　
市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

①
消
費
生
活
関
連（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連（
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
1
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
・
②
と
も
に
各
3
人
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

11
月
4
日（
火
）

〜
11
月
12
日（
水
）
先
着
順

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当（
☎

62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　
12
月
1
日（
月
）
〜
11

日（
木
）
の
間
の
5
日
間　

午

前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
場
所　
大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
大
月
市
民
会
館

●
対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
登
録
を
行
っ
て
い
て
、
就

職
、
就
業
を
希
望
す
る
55
歳
以

上
の
方

●
内
容　
高
齢
者
の
家
事
援
助
に

必
要
な
介
護
入
門
講
座
や
料

《
山
梨
県
最
低
賃
金
》

1
時
間
　

7
2
1
円

　
　
　
　
　（
10
月
1
日
発
効
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
都
留
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
43

−

2
1
9
5
）

●
日
時　
11
月
30
日（
日
）
午
後

1
時
開
演

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容　
上
野
原
市
民
で
構
成
さ

れ
る
17
団
体
に
よ
る
合
唱
の
祭
典

●
費
用　
無
料

※
参
加
団
体
の
み
な
さ
ん
は
、
多

く
の
み
な
さ
ん
の
心
に
響
く
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
目
標
と
し
て
、
日

頃
か
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
民
合
唱
祭
実

行
委
員
会
事
務
局 

瀧
口
（
☎

62

−

3
4
4
7
）

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
、
ひ
と
り
で
も
労
働
者
を
雇
っ

て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

就
業
時
間
数
に
か
か
わ
ら
ず
、

労
働
者
に
対
し
て
は
、
労
災
保
険

が
加
入
対
象
と
な
り
、
1
週
間
の

所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
で

31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る

労
働
者
は
、
雇
用
保
険
の
加
入
対

象
に
も
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
《
労
災
保
険
》

都
留
労
働
基
準
監
督
署
（
☎

43

−

2
1
9
5
）、《
雇
用
保
険
》

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
月
（
☎
22

−

8
6
0
9
）

●
日
時　
11
月
14
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

理
、
清
掃
を
講
義
と
実
習
で
学

び
、
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

2
級
を
取
得
し
就
業
を
目
指

す
。

●
定
員　
20
名

●
費
用　
無
料

●
申
込
方
法　
電
話
申
し
込
み

●
申
込
期
限　
11
月
17
日（
月
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
公

社
）
東
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
上
野
原
事
務
所
（
☎

62

−

4
7
0
0
）

地
区
民
生
委
員
ま
た
は
主
任
児

童
委
員
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ

て
ご
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

け
て
、
11
月
を
『
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
』
と
し
、
児
童
虐
待
防

止
の
た
め
の
各
種
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
に
示
し
た
虐
待
な
ど

を
受
け
た
、
ま
た
は
、
受
け
て
い

る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け

た
場
合
は
、
み
な
さ
ん
も
児
童
相

談
所
な
ど
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
し
た
方
の
秘
密
は
、
法
律

で
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
児
童
家
庭
相

談
室
（
☎
62

−

1
1
9
9
）、

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
（
☎

62

−

3
1
1
5
）、
都
留
児
童

無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

第
10
回「
上
野
原
市
民
合
唱
祭
」

開
催
の
お
知
ら
せ

11
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

相
談
所
（
☎
45

−

7
8
3
8
）

■ 児童虐待

身体的虐待 殴る、蹴る、投げ落とす、火傷
させるなど

性的虐待 性的行為の強要、ポルノの被写
体にするなど

ネグレクト
（養育放棄）

家に閉じ込める、食事を与えな
い、不衛生など

心理的虐待
言葉による脅し、兄弟間差別、無
視、子どもの目の前で家族に対
して暴力をふるう（ドメスティッ
ク・バイオレンス：DV）など

山
梨
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

家
事
援
助
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
」
で
す

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

■ 対 象 者　市内在住の生後 6 か月程度までの赤ちゃん
                  がいる家庭
■ 内   　容　地区民生委員や主任児童委員がご自宅に訪問
                    し、育児に関して困っていることなどの話を
                    聞きます。また、必要に応じて、子育て支援
                    サービスを紹介します。
■ 申込方法　市社会福祉協議会、福祉課、秋山支所、各出
                    張所で直接お申し込みください。
■ 申込み・問い合わせ　市社会福祉協議会（☎ 63-0002）

ハッピーバースデイ事業
■ 平成 26 年度自衛官等募集案内　　　　　

募集種目 募集人員 資格 受付期間 試験日

自衛官
候補生 男子

陸　約  5,340 名
海　約     895 名　　　
航　約  1,435 名

18 歳以上 27 歳未満の者
12 月 5 日（金）【予定】
※平成 27 年 4 月入隊希望者
※原則、年間を通じて受け付
　けています。

12 月 14 日（日）
※筆記試験、身体検査、面接

防衛大学校
学生

一般
（後期）

人文・社会科学
専攻 約 10 名、　　　
理工学専攻 約 30 名

高卒（見込含）21 歳未満の者
（自衛官は 23 歳未満）

平成27年1月21日（水）
〜 1 月 30 日（金）

1 次 平成 27 年 2 月 28 日（土）
2 次 平成 27 年 3 月 13 日（金）

高等工科
学校生徒

推薦 約 60 名
男子で中卒（見込含）17 歳未満の成績優秀
かつ生徒会活動などに顕著な実績を修め、学
校長が推薦できる者

11 月 1（土）〜
12 月 5 日（金）

平成 27年1月10日（土）
〜12日（月・祝）
※いずれか 1 日を指定

一般 約 260 名 男子で中卒（見込含）
17 歳未満の者

11 月 1 日（土）〜
平成27 年1月9日（金）

1 次 平成 27 年 1 月 24 日（土）
2 次 平成 27年2月5日（木）
　　  〜8日（日）

貸費学生 技術 陸・海・空　約10名

大学の理学部、工学部の 3・4 年次または大
学院（専門職大学院を除く）修士課程在学（正
規の修業年限を終える年の 4 月 1 日現在で
26 歳未満（大学院修士課程在学者は 28 歳
未満））

12 月 1 日（月）〜
平成27年1月9日（金）平成 27 年 1 月 31 日（土）

※受験資格や待遇などの詳細は、ホームページでご確認ください。ホームページは、「自衛隊山梨」で検索してください。
●問い合わせ　自衛隊大月地域事務所（☎ 22-1298）

誕生した赤ちゃんをお祝いする

第 9回上野原市民合唱祭開催の様子

家事援助スタッフ講習会（イメージ）

  お知らせ

地域包括ケアと
アニマルセラピー

■ 日　　時　11 月 16 日（日）
　　　　　　 午後 2 時〜 5 時
■ 場　　所　帝京科学大学 本館 401 教室
■ 内　　容　

△

基調講演『認知症高齢者に対す
　　　　　　　るドッグセラピーの効果』
                      生長豊健 医師（老人保健施設高松ア
　　　　　　　　  ク ティブホーム理事長〈岡山県〉）　 　 　 　 　 　 △

報告『地域包括ケアにおけるア
                      ニマルセラピーの導入構想』
                       上條武雄 医師（北都留医師会）　 　 　 　 　 　 △

シンポジウム『地域包括ケアに
                       おいて多職種と協同するにはどう
                       したらいいか』
　　　　　　　  座長　横山章光 准教授（帝京科学大学）
■ 主　　催　ヒトと動物の関係学会、
　　　　　　 帝京科学大学
■ 後　　援　北都留医師会、上野原市
■ 入  場  料　無料
※申込みは不要です。興味のある方は、直接会

場へお越しください。
■ 問い合わせ　帝京科学大学横山研究室（☎ 63-6957）
                         (e-mail  soturonron7@gmail. com)

〜 特に認知症に関して 〜

  お知らせ
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障
が
い
者
の
社
会
見
学
事
業

参
加
者
募
集

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

北
都
留
教
室
文
化
展
開
催

警察功労・消防功労

第 23回危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章を受章 !!

　小俣光雄さんは、警視庁に勤務
し、警視庁警部補として、長年さま
ざまな業務に携わりました。この功
績が認められ、瑞宝単光章を受章し
ました。
　受章にあたり、「受章できたのは、
先輩や同僚、上司のみなさんの支え
があったからこそ、また、家庭を支
えてくれた妻には本当に感謝して
います」と話していました。

小
お ま た

俣光
み つ お

雄さん
（島田地区在住）

教育業務に尽力

平成26年高齢者叙勲
瑞宝双光章を受章 !!

水
みずこし

越孝
たかみち

道さん
（大目地区在住）

　水越孝道さんは、東京消防庁に
勤務し、消防司令長として、長年さ
まざまな業務に携わりました。この
功績が認められ、瑞宝単光章を受
章しました。
　受章にあたり、「受章できたのは、
先輩や同僚、各区長や消防団員のみ
なさんの協力があったからこそ、ま
た、支えてくれた妻には本当に感謝
しています」と話していました。

久
ひ さ だ

田美
み つ ぞ う

津三さん
（上野原地区在住）

　久田美津三さんは、長年、小中
学校の教員として、児童・生徒の
教育に携わりました。この功績が
認められ、瑞宝双光章を受章しま
した。
　受章にあたり、「多くのみなさ
んが支えてくれたからこそ受章で
きた。感謝しています。これから
も、できる限り子どもの教育にか
かわりたい」と話していました。

じょいそーらんグループ『甲斐◇風林火山』

第16回にっぽんど真ん中祭りで

『優秀賞』受賞 !!
　市内に拠点をおくじょいそーらんグループ『甲斐◇風林火山』
が 8 月 31 日、愛知県名古屋市の久屋大通公園をメイン会場に
行われた第 16 回にっぽんど真ん中祭りで、『優秀賞』を受賞し
ました。おめでとうございます。

上野原西中学校吹奏楽部

第54回山梨県吹奏楽コンクールで

『金賞』受賞 !!
　8 月 2 日・3 日、県コラニー文化ホールで、第 54 回山梨県
吹奏楽コンクールが開催され、上野原西中学校が『金賞』を受
賞しました。また、9 月 13 日、群馬県ベイシア文化ホールで行
われた第 20 回西関東吹奏楽コンクールに、県代表として出場
しました。

人権擁護委員

岡
おかもとかずひろ

本和洋さん 天
あ ま の ち ひ ろ

野千裕さん

　巌地区にお住まいの岡本和洋さん
と、秋山地区にお住まいの天野千裕
さんは、10 月 1 日付けで法務大臣か
ら人権擁護委員に委嘱されました。

教
育
事
務
所
（
☎
45

−

7
3
3
5
）

●
日
時　
11
月
29
日（
土
）
午
前

7
時
50
分
集
合
、
8
時
出
発
、

午
後
5
時
解
散
予
定

●
集
合
場
所　
市
役
所
庁
舎
前
駐

車
場

●
行
き
先　
静
岡
県
沼
津
市
沼
津

港
深
海
水
族
館
・
沼
津
港
市
場

●
対
象
者　
市
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
方
で
、身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
い
ず
れ
か
の
手
帳
の

保
持
者
と
そ
の
付
添
者
、
ボ
ラ

●
日
時　
12
月
6
日（
土
）
正
午

〜
午
後
4
時
30
分
、
12
月
7

日（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
3

時
●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室

●
内
容　
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

北
都
留
教
室
で
学
ぶ
1
・
2

年
生
・
O
B
が
作
っ
た
書
、

絵
手
紙
、
陶
芸
、
絵
画
、
写
真
、

手
芸
品
、
水
墨
画
な
ど
の
作
品

を
展
示

※
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
富
士
・
東
部

ン
テ
ィ
ア

●
定
員　
参
加
者
50
名
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
10
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
費　
2
0
0
0
円

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
料
で
す
。

●
申
込
方
法　
参
加
費
を
添
え
て

直
接
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
の
際
は
、
参
加
者
の

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
希
望
の
有
無
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

11
月
10
日（
月
）

〜
21
日（
金
）
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
（
土
・
日
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
63

−

0
0
0
2
）

保
健
所
で
は
、「
出
前
講
座
な
ど

に
よ
る
た
ば
こ
と
健
康
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
」
な
ど
、
た

ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
た
ば
こ
の
煙
の
な
い
社
会

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
富
士
・
東
部

保
健
福
祉
事
務
所
健
康
支
援
課

（
☎
0
5
5
5

−

24

−

9
0

　

3
4
）

11
月
9
日
〜
15
日
は

「
山
梨
禁
煙
週
間
」
で
す

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

尾続区自主防災会と甲斐之國上野原三頭太鼓は、（財）自治総合センタ
ーの宝くじ社会貢献広報活動の一環である「コミュニティ助成事業」を活
用して、備品などを整備しました。

可搬ポンプは、消防団詰所から離れた地区で初期消火を行うことを目的
として、上野原三頭太鼓は、市内外のイベントなどに参加して交流を図る
とともに、上野原三頭太鼓の PR、次代への継承のために整備されました。

「宝くじ社会貢献広報事業」コミュニティ助成事業

整備された尾続区（登下）の可搬ポンプ

にっぽんど真ん中祭りのステージで演舞を披露す
る甲斐◇風林火山（©にっぽんど真ん中祭り）

上野原西中学校吹奏楽部のみなさん

整備された甲斐之國上野原三頭太鼓

  報告
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1 級大工技能士　２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

『地元、上野原で約50年、棟梁魂と匠の技に、
日本最大のビルダー集団・ジャーブネットの力
を結集してお客様の夢を形にします』

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

● 子育てプレイルーム すくすく育て、
うえのはらっ子	

有料広告

● 11 月の各種相談日

■	開催日時・場所

日　時

11月 12日（水）、26日（水）
午前9時〜正午
11月 5日（水）、19日（水）、12月3日（水）
午前9時〜午後３時

場　所 もみじホール2階会議室２
※初めて利用される方は、事前に申し込みください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎62−3115）

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 30 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

日曜大工のパパから プロの職人さんまで
町の便利なお店

金物・土木建築資材・塗料・
水道部品・物置・家庭用品・
ガラス修理・網戸張替え

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市 税 収 納・
納 税 相 談

30 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

●『たまひよママのお茶会』
コモア　代表者　森本（☎ 66-4308）
■	日時　11月7日（金）午前10時〜正午
■	場所　コモア内一丁目集会所　
棡　原　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
■	日時　11月21日（金）、12月19日（金）午前10時〜正午
■	場所　棡原保育所
島　田　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
■	日時　11月28日（金）、12月20日（土）午前10時〜正午
■	場所　島田コミュニティセンター

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

竹内・山崎
金子

山崎

岡本・村田
石井

川合

協会非常勤・
牛島・清水

村田

清水
濱

的野、谷崎
（隔週交代）
岡本・村田
進藤・三枝

内科医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 宇野 杣津 宇野 宇野 宇野
小児心臓外来 午後 ※1（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外科・肛門外科
午前 吉田（完全予約制） 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 宮本・松田 中島 戸島 田 須田

眼 科 午前 中込
※2米山
（時間短縮）

館野 ※3大野
（予約）

※4大野
（時間短縮）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 芦澤 森山

※ 5 泌 尿 器 科 午前 11/4・11・
18・25 11/1・15

※ 6 婦 人 科 午前 中島
西 原 診 療 所 午後 清水

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

※この案内は、10月 17日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院	11 月の外来診療のご案内》　　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

★小児科の夜間・休日診療などは、山梨県の小児医療体制などに基づき、「富士・東部小児初期救急医療セン
ター」で行っていて、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応となっています。当院の小児科医は、他
病院の小児科医とともに、センターでの診療にあたっています。ご理解とご協力をお願いします。（富士東
部小児初期救急医療センター☎ 0555-24-9977）

●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の受診がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
　※ 1　小児心臓外来は、第 1 木曜日の診療で予約制です。
　※ 2　眼科の米山医師の初診開始時間は午前 9 時 30 分からです。
　※ 3　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
　※ 4　眼科の大野医師の診療受付は、午前 10 時までとなります。
　※ 5　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：小松医師 11月1日（土）、阿南医師 11月15 日（土）、村石医師 11月4 日（火）、11日（火）・
             18 日（火）、25 日（火）】。なお、初診の受付の火曜日は、午前 10 時までとなります。また、土曜日は、午前 11 時 30 分までとなります。
　※ 6　婦人科の初診の受付は、午前のみとなり、受付時間は午前 10 時 30 分までとなります。

　　　　　改良型 
　　　　　うどん機械
　　　　　入荷しました

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 13 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

定 例 人 権 相 談 10 日（月）・21 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 17 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 20 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

●『子育て支援センター』

■	対象者　就学前の児童と保護者、妊婦、子育て支援　
　　　　	　活動を行う者
■	日　時　平日　午前８時30分〜午後4時30分
■	場　所　巌保育所内
■	利用料　無料
※子育て支援センターとは、親子が自由に遊ぶことができ、
親同士の交流や情報の交換、相談などができる場所です。

■	問い合わせ　子育て支援センター（☎62−6201）

子育てプレイルームをはじめ、

「たまひよママのお茶会」は、

親同士の交流や情報交換の

場としてご利用ください。

《サンテいちのみやの特徴》
・60歳以上の 3食付高齢者専用住宅
		です。（ご夫婦部屋有り）
・県の補助金による低料金の施設です。
		（ご本人の年収による）
※入居に関してのご相談は遠慮なく
			下記までお問い合わせください。
 〒 405-0052 山梨県笛吹市一宮町南野呂 422-1
　社会福祉法人　幸徳会　ケアハウス　サンテいちのみや
　（☎ 0553-47-3181）（FAX 0553–47-3148）

ケアハウスサンテいちのみや 入居者募集

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!
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婚

姻

大
目
地
区

岡
部
好
雄
（
由
美
子
）

甲
東
地
区

岡
部
愛
子
（
勇
）

巌
地
区

不
動
田

つ
子
（
光
煕
）、
関
原
澄
子

（
章
正
）

上
野
原
地
区

山
﨑
た

子
（
郁
夫
）、
深
田
靜
江

（
喜
久
）、
佐
藤
紀
代
子
（
征
男
）

棡
原
地
区

岡
部

子
（
秀
夫
）

秋
山
地
区

天
野
健（
正
彦
）、原
田
貞
二（
家
光
）

巌
地
区

中
澤
ひ
な
た（
徹
）、松
葉
皇お

う
が臥（
誠
）、

征
矢
野
月る

か椛
（
賢
治
）、
細
田
芽め

い依

（
光
弘
）、
恵
本
栞か

ん
な奈
（
一
弘
）

上
野
原
地
区

渡
辺
蘭ら

ん（
浩
也
）、富
田
小こ

な
つ夏（
弘
之
）、

待
鳥
逞た

く
ま磨（
陽
祐
）、秦
駿し

ゅ
ん
す
け
介
（
孝
延
）

巌
地
区

金
井
厳
裕=

和
気
万
純

上
野
原
地
区

條
々
章=

板
谷
資
子

山
﨑
和
宏=

富
田
真
由

秋
山
地
区

臼
井
諒=

多
賀
井
眸

一
般
書

◇
『
遙
か
な
る
城
沼
』

　
安
住
洋
子
／
著　
小
学
館

◇
『
瞳
の
犬
』

　
新
堂
冬
樹
／
著　

			

K
A
D
O
K
A
W
A

　
児
童
書

◆
『
時
速
47
メ
ー
ト
ル
の
疾
走
』

　
吉
野
万
理
子
／
作　
講
談
社

◆
『
落
っ
こ
ち
た
！
』

　
ザ
ラ
ー
・
ナ
オ
ウ
ラ
／
作　
森

川
弘
子
／
訳　
岩
波
書
店

絵
本

○
『
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
デ
ィ
ー
マ
ン
』

　
み
や
に
し
た
つ
や
／
作
絵　
ポ
プ

　
ラ
社

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日　
午
前
9
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

●
火
・
木　
午
前
9
時
30
分
〜
午

　
後
7
時

問い合わせ　
市立図書館（☎ 63-5241）

スマイル
ニュース

♯98

婚

姻

The Face of
ザ　フェイス　オブ　ウエノハラ

Uenohara kids 

Seishun‒ingNadeshiko
アイ　エヌ　ジー
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Uenohara

わが家の主役

Uenohara kids 

わが家の
主役

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

う
ど
ん
作
り

昭
和
25
年
9
月
生
ま
れ
で
、
64

歳
に
な
る
上
條
龍
子
さ
ん
。

小
さ
い
頃
か
ら
、
母
が
作
る
う

ど
ん
が
好
き
で
、
い
つ
し
か
母
の

う
ど
ん
作
り
を
手
伝
う
よ
う
に
な

っ
た
。
い
ま
で
は
、
上
野
原
中
学

校
の
生
徒
に
母
か
ら
受
け
継
い
だ

う
ど
ん
作
り
を
教
え
る
ま
で
に
な

っ
た
。

上
條
さ
ん
は
、
生
徒
か
ら
「
美

味
し
か
っ
た
」「
ま
た
う
ど
ん
を

作
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く

た
び
に
、「
教
え
が
い
が
あ
り
、

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る
」と
話
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
学
校
か
ら
依
頼

が
あ
る
限
り
、子
ど
も
た
ち
に「
う

ど
ん
作
り
」
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
割
烹
着
姿
で
話
し
て
く
れ
た
。

The Face of
ザ　フェイス　オブ　ウエノハラ

Uenohara kids 

Seishun‒ingNadeshiko
アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の主役

Uenohara kids 

わが家の
主役

上
か み じ ょ う

條  龍
た つ こ

子
（上野原地区西シ原在住）

♯27

さん

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

巌地区　奈良  心
こ こ み

海 ちゃん  （4 歳 1 か月）
 　 夢

ゆ め か

花 ちゃん  （2 歳 0 か月）

　　　和也さん、真弓さんの長女・二女
“これからも元気な笑顔をたくさん見せてね。”

上野原地区    坂本  笙
しょう

 くん  （2 歳 4 か月）
                            悠

ゆう

  くん  （0 歳 5 か月）
清嘉さん、みづきさんの長男・二男
“兄弟なかよく元気に育ってね。”

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に

希
望
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護

者
、
死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
9
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども図書館まつり リンデンドーム朗読館 親子文芸講座

タ イ ト ル 名 「大型絵本・ペープサート・
マジック」など

「ハレルヤの橋」
稲葉真弓／作ほか 「押し花教室」

開 催 日 11月 8日（土） 11月 23日（日） 11月 22日（土）

時 　 間 午後1時30分〜 午後 2時〜 午後2時〜 3時

そ の 他 場所：もみじホール 協力	上野原朗読の会 −

▼ 

今
月
の
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ 
▲

　『
こ
ん
な
小
さ
な
夢
が
か
な
う
の
を

　
　
　
　
　
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
で
す
よ
』

作：上野原市男女共同参画推進委員会　　画：石井京子

①

②

③

④

③

お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

新
登
場
☆

※
茶
ま
く
＝
上
野
原
周
辺
の
言
葉
で「
お
茶
を
い
れ
る
」
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